
広報官の人が家に来て、将来のことを何も考えていなかったので自衛隊の
話を聞いて良かったので入隊しました。

第３６普通科連隊教育隊
（兵庫県伊丹市）

入隊する前のイメージより自衛官の人達や同期が優しかったことが良かっ
た。

都会なので、休日は毎日楽しかったです。とても新鮮でした。自衛隊生活
は、朝起きるのが苦手だったので、起きるのが心配だったけどラッパの音で
起きることが出来ました。

意外と何とかなっています。

豊島 刹那
高松北高等学校

（令和６年３月卒業）

大学に行ってやりたい事などがなく、４年間を無駄に過ごしてしまいそう
だったので、それなら働こうと思って警察を目指そうとしていた。でも、高校
の説明会で自衛隊についての説明を受け、幅広い職種があり人助けにもなる
自衛隊に魅力を感じ試験を受けてみようと思った。自衛隊の説明会を受けて
印象がガラッと変わって入隊しようと考えるようになるほど自衛隊に魅力が
あった。

初めに抱いたイメージとは全然違い、班の人と仲良くできれば男子校みた
いな感じで課業外は楽しく過ごせ、課業内でも仲良く助け合いながらやって
いけるから大分楽だと感じた。自衛隊は厳しくて大変そうなイメージをもっ
ていたけど案外そんなことはなく皆でワイワイして楽しく和やかに学んでい
けるから一度は体験してみてもいんじゃないかと感じた。

ＧＷも１０日あり実家に帰って家族と過ごしたり、お泊りをしたりと充実した
ＧＷを過ごせた。普段の休日も初めは大阪に行って遊んだりしましたが一度
で飽きてそれ以降は弁当だけ駐屯地外に買いに行って駐屯地に帰ってのん
びりと過ごしている。訓練も意外と楽しく、ザ・自衛隊みたいな訓練も皆でワ
クワクしながら取り組んだりしている。

何も考えずに高校３年間を過ごしてきたが、今もあまり変わらず日々が過
ぎ去っていっている感じがする。変に気張ったりせずに過ごすことが大事だ
と今でも思っているから高校生の頃から自分はあまり変わっていない気がし
ます。

半田 晃一
農業経営高等学校

（令和６年３月卒業）



幼い頃から自衛隊に興味がありました。小学生の時に駐屯地へ見学に行
く機会があり、その時に自衛官の方がかっこよくて自分もそうなりたいと思
い入隊しました。

初めは怖い人ばかりだと思っていましたが、そんなことはなく、優しい班長、
班付きに指導していただいています。時には厳しい指導もありますが、自分
たちの成長のためにしっかり受け止めて訓練に励んでいます。目標は空挺に
入り、自分自身人としてレベルアップすることです。

高校から寮生活をしていたので集団生活には慣れています。歳も違う同期
と同じ部屋で初めは緊張しましたが今は楽しく生活出来ています。休日は同
期と温泉に行ったりしてリフレッシュできています。

進路で悩んでいる人はぜひ自衛隊に来てください。自衛隊はきついとい
うイメージがあると思いますが、そんなことはなくて必ず自分がやりたい職
種が見つかると思うのでぜひ来てください。

森林 琉
四国学院大学香川西高等学校

（令和６年３月卒業）

第３６普通科連隊教育隊
（兵庫県伊丹市）

私が陸上自衛隊に入隊した動機は小さい頃に、陸上自衛隊の人が災害派
遣している姿をテレビで見て、人のためにこんなに一生懸命になれるんだ
と憧れをもち、自衛隊は色々な人から感謝されているんだなと思ったから
です。進路を決める時に、何か人のためになる仕事がしたいと思い小さい
頃テレビで見た自衛隊の活躍を思い出し、自分も自衛官になろうと思い入
隊しました。

自衛隊に入隊して感じたことは助け合える同期に出会えたことです。他
にも、心身共に強くなり自分で考えて行動できるようになったり仲間と声
を掛け合って協力できるようになりました。自衛隊に入る前は不安でした
が、仲間達とどんなことも乗り越えていくうちに不安はなくなり今ではや
りがいを感じています。

自衛隊生活は、規則正しい生活になりすごく健康的な生活です。時間や
ルールを守ることが大切になり忍耐力が付きます。自衛隊生活になり、入
隊する前の私の生活が全て変わり、効率的に生活ができるようになりまし
た。休日は、外出して外の友達とカラオケやボーリングに行ったりして息
抜きをしています。

自衛隊はしんどいことも多くありますがたくさんの同期と助け合いながら
乗り越えていくので大丈夫です。それに、国を守るというとてもやりがいの
ある仕事だと思います。規則正しい生活ができ、健康的で礼儀なども身に
つき心身ともに強くなります。不安なこともあるけど、教官が分かりやすく
一から教えてくれるので誰でもできるようになります。

尾形 康成
坂出商業高等学校

（令和６年３月卒業）


